
　  

 　図－５　格納容器再循環サンプスクリーン取替工事

工事概要

　１次冷却材喪失事故時に格納容器再循環サンプスクリーンが異物混入により機能低下することを防止す
る観点から、スクリーンをより表面積が大きいものに取り替える。
　また、同スクリーンを通過した異物が流量調整弁で閉塞しないよう弁開度（隙間）を大きくするため、一部
の流量調整弁を新品に取り替えるとともに、弁の下流側に流量調整用オリフィスを設置する。
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【モジュール１基の大きさ】
　　大きさ：高さ約２．７ｍ、幅約１ｍ、奥行き約１ｍ

　　多孔板６２枚、多孔板１枚の面積約１．３ｍ
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：取替える流量調整弁

弁取替＜取替前後仕様変更なし＞
　型式：ニードル弁
　材質：ステンレス鋼

流量調整用オリフィス設置、弁取替

オリフィス設置：低温側注入ライン：１６台
　　　　　　　　　　（８系統×２台）
　　　　　　　　　：高温側注入ライン：４台
　　　　　　　　　　（２系統×２台）
弁取替          ：低温側注入ライン：４台
　　　　　　　　　　（４系統×１台）
                    ：高温側注入ライン：２台
　　　　　　　　　　（２系統×１台）
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配管内径
約４３ｍｍ

穴の直径：約８mm
材質：ｽﾃﾝﾚｽ鋼

穴の直径：約１３mm
材質：ｽﾃﾝﾚｽ鋼

流量調整弁の隙間
　オリフィス設置前 ： 約０．３mm

　オリフィス設置後 ： ２mm以上


